Study on the Sandwich Curtain Wall (12) (Experimental Study of the Lightweight Sandwich Curtain Wall at an Outer Wall of Building) by 江上, 外人 et al.
Sandwich構法による CurtainWallに関する研究
(第12報)
一一軽量外壁 CurtainWallの実験一一
江上外人・上松康夫
Study on the Sandwich Curtain Wall (12) 
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Hokato EGAMI， Yasuo UEMATSU 
(Received Sep. 21， 1968) 
In the previous report， a new method of composing Sandwich Curtain Wall 
was proposed， and the previous papers dealt with the experimental study on 
composing the Sandwich Curtain Wall at both an inner and outer wall of 
bui1ding， The latter is composed in the following way. 
1. The structural mullion is attached to the structural frame. 
2. The Steel-bar-grid is attached to the structural mullion. 
3. This grid is sandwiched between the special concrete panel and the 
aluminum panel attached to the Urethane Foam Panel (U. A. panel). 
4. These two are combined by concrete set between them. 
The present paper deaIt with the experimental study of lightening， rigidity， 
strength and refractoriness of the Lightweight Sandwich Curtain Wall at an 
outer wall of building. 
The resuIts obtained are as follows : 
1. This method of composing the outer wall of bui1ding is easy， exact and 
rapid. 
2. The Sandwich Curtain Wall of which the lightweight concrete panel and 
the U. A. panel are combined together by lightweight concrete has the 
refractoriness enough for an hour. 
3. The weight of this outer curtain wall sandwiched by both lightweight 
concrete panel and lightweight concrete is only 85.71 Kg per unit area， 
which is about 22 peF cent of the reinforced concrete wall， and this value 
is about 68 per cent of wall sandwiched by both concrete panel and 
concrete. 
4. The rigidity of this outer curtain wall is about 15.6 % and strength is 
about 80% of Wall sandwiched by the concrete panel and the U. A. PaneI. 
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筆者らは， さきに Sandwich構法による Curtain
WalP)の拡張を計る目的で， Urethane Foam Panel 
とConcretePanel (C.Panel)とを組合せて Cutain
Wallを構成する実験をおこない， 内壁ならびに外壁
のCurtainWallに，その実用性を確めた02〉
本研究では， これの軽量化を計る目的で軽量 C.
Panelを用い，打込軽量コンクりートで外壁 Curtain
Wallを構成して剛性強度を調べ，かっこの Curtain
Wallについて 1時間耐火性能実験を行なったところ
満足できる結果を得たので
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軽量化の実験
さきにおこなった構成実験8) と全く同じ方法で
Curtain Wallを構成して剛性・強度の実験をおこな
L 、，その結果をさきの結果と比較検討する。
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2 -1・1材料
本実験に使用した各種ノミネルおよび打込コンクリー
トを表1および表2に示す。
2-1構成実験
写真1の木製枠に，図 1の如く方立を取付け，その方
立に鉄筋格子を同図の如く取付ける。次に鉄筋格子を
挟んで，外側からは図2に示すアルミニウムの角波板
にUrethaneFoamを発泡させた U.A.Panel (写真
2)を写真3の如く当て，内側からは図3に示す軽量
C. Panel (写真4)を図4の如く当てて，鉄筋を囲む
(両パネルで、構成される〉空洞部に打込軽量コンクリ
ートを流し込んで CurtainWallを構成し，軽量 C.
Panelの表面にパーライトモルタルを厚さ 1.4cm塗っ
て仕上げた。(写真5(a)) 
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なお，壁体骨組には，両者とも 9mm鉄筋を使用し，
C. Panelの表面仕上げは， C.PanelとU.A.Panelと
を打込コンクリートで構成した CurtainWall (重量
Curtain Wall)では 2.5cm厚のモルタリ塗を，軽量C.
Panelと U.A. Panelとを打込軽量コンクリートで
構成した CurtainWall (軽量 CurtainWall)では
1.5cm厚のノミーライトモルタル塗を施した。
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2-1・2 聖体の単位重量
方立問に構成した単位 C1.2mX1.2m)の Curtain
Wallから求めた両者の重量ぐモルタル塗厚を共に1.5
cmに換算した〉を表3に示す。 これによれば，軽量
Curtain Wallの重量は重量CurtainWallの68.7%と
極めて軽くなる。すなわち，これは厚12cmのR.C.造壁の
両面に厚さ1.5cm厚のそルタル塗を施した壁体 (396kg
/ぱ〉の22%にすぎない値である O
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表
重量カーテン | 軽量カーテン
ウォーノレ | ウォーノレ
計算値|実測値i計算値実測値
(kg/ m 2)!(kg/ m 2)l(kg/m2)，(kg/m2) 
U A. Pane1 1ι79lω|ωiω 
C. Panel 36.331 23.541 
71.621 
モルタル塗 1 30.001 1 23.971 
鉄筋格子 1 31.131 3.131 
49.191 
打込コンクリー ト 55.001 39.961 
合計 1 129お 124.60[ 95判 85.71
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2-2剛性強度実験結果
写真5のごとく構成した CurtainWallについてそ
の面に垂直な荷重に対する 4週強度を調べる目的で，
図5の位置に集中荷重Pを写真6(a)の方法で加え，図
5の1~10点の境みを Dialgauge で写真 6(b)の如く
計測した。その結果軽量 CurtainWallでは，各点の
荷重一挽み曲線は図 6のとおり荷重と境みとはほぼ直
線関係にあり，協曲線は図7となる。軽量 Cllrtain
Wallと重量 CurtainWallとについて，操曲線を比
較して図8に示し，両者の比をとれば表4となる。ま
たその相対境曲線を図9に示L，両者の比をとれば表
5となる O 表5により両者のi尭曲線は殆んど等 Lく
む/ò(判、12= 1.42~1. 43 (単純梁の値は 1.45)となり，
その誤差は0.5%にすぎなし、むまた軽量CurtainWal1 
の境みは，重量 CurtainWall の携みの6.42倍，従っ
て曲げ剛性は， 0.156倍に低下している。
破壊強度は重量 CurtainWallでは P= 915 kg ~ 
1，OOOkg軽量 CurtainWallではP=806kgで、80~88%
に低下じているD
またこれを超高層建築の CurtainWallと比較すれ
ば，通常用いられるパネル〈平均重量39kg/mつのを
使用した CurtainWallの場合は，建築基準法による
防火区画が必要なので，厚さ10cm高さ90cmの軽量コン
クリートのノミックアップ(平均重量52kg/nのめを設
けねばならないが，この場合の重量は78kg/ぱ (1.2m
X 1. 2m 部に換算)~91匂/ばとなるので，本研究によ
る軽量 CurtainWallの重量と大差ない。
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点から制限を受ける。
i 特殊建築物，または都心におけるく準防火地域
または防.火地域内)大規模の建築物は殆んどを耐火建
築物としなければならなし、。
i この種の建築物の殆んどには防火区画が必要で
あるO
i による制限:
耐火建築物とは，主要構造を耐火構造とし，外壁の
開口部で延焼のおそれのある部分に防火戸を設けた建
築物で，これによれば，Curtain Wallは一般に30分耐
火を必要とし，延焼のおそれのある部分では 1時間耐
火を必要とするoすなわち図10において Spandrel
b 部および壁部 a 部はともに30分~1 時間耐火性能を
必要とする。
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P = 260kgO)蕩否の i
相対境み
軽量l重量
カーテン!カーテン
ウォーノレ 1ウォーノレ
0.46 I 0.06 
4 0.44 I 0.07 
2.4の平均I 0必 o 07 I ω | 平均
3 I 0.64 I 0.10 Iω|ι42 
押均値1.42 I 1・43 I ω5 
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i による制限:
主として，下階で、発生した火災が上階へ延焼しない
ように区画することであり，これには図11に示す3つ
の方法がとられている O すなわち(a)図の如く，外壁面
から50cm以上.突出させた耐火構造の庇を設けるか， (b) 
図の如く 30分~1 時間耐火性のある高さ90cm以上の耐
火パネルを取付けるか， (c)図の如く CurtainWal1の
背面に30分，-...1時間耐火性わのある高さ90cm以上のノミ
ックアップを設ける方法がなされている O 本研究では
図
2・3考察
i 施工実験は，前回同様極めて容易に速かにおこ
ない得て施工障害は無く，かつ仕上り精度は高かった。
i Curtain Wal1の単位重量は，軽量CurtainWal1 
では85.71句/ntとなり，これは重量 CurtainWal1の
68.2% (これはR.C壁の 22%)に，また通常考えら
れる耐火構造の CurtainWal1の値にほぼ等しし、。
ii 軽量 CurtainWal1の剛性強度を重量 Curtain
Wallに比較すれば，剛性では15.6%に低下L，強度
は80%に低下した。(軽量 C.Panelには金網を入れて
あるため強度が大きく出たものと考えられる。〉
ところが方立に対する相対変位の許容量を P/150と
すればへ 中央部の境みは8.46mmまで認めるから剛性
に不安は無L、。また強度の低下を補うには，壁厚を増
す方法が打込重量コンクリートを使用する方法より有
利と考えられる。
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3-'法規から受ける外壁CurtainWaIIの制限
建築基準法によれば，外壁 CurtainWal1は次の 2
?
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(b)と(c)とを合成した(d)図を考え，高さ 90cm以上の
Sandwich構法による CurtainWallが 1時間耐火の
性能をもつように開発する O ところが，建設省告示第
1675号昭和39年7月10日によればく支6入本研究に関
連する構法には，次のものの指定がある O すなわち(a)
表 6 建設大臣指
壁厚7cm 以上のR.C.造の壁で鉄筋のかぶり厚さ 2cm
以上のもの， (b)鉄材で補強したコンクリートブロック
造の壁で肉厚の合計が5cm以上で、鉄材のかぶり厚さ 4
cm 以上のもの， (c)肉厚と仕上げ材料の厚さの合計が7
cm 以上のコンクリートブロック造の壁などがある O 従
定耐火構造 (cm) 
コンクリート
!!??y~f: 1 備 ?構 造 被覆材料または材料
鉄筋コンクリート造
鉄骨鉄筋コンクリー
ト造
t 非耐力壁で
7 3 10 
は 2cm以上
鉄骨コンクリート造 コンクリート 7 
? ?? ，
?
? ?
鉄網モルタル 3 1 4 1 塗下地は不燃材
鉄網パーライト I 3.5 I 料とする
造 | モルタパ二一一一
l F出 !!w!-I-1--II~~~fffût1J~O)
lコンクリートプロッ
l 活 | コンクリートプ .1 
/グZil1 錯コンクリート造 lロック等 1 1 71 1 1 
i-れんが造・石造 | 
bs 鉄材補強のコンクリ 1 1 t t I 
忽務復滋tZ【(ートブロック造 ( ;73A-トブ I1 41 51 51 81 
( b汁弘)-= -8 -b2.l Iれんが造・石造
γ'つ Jヨ，吋
4 5 
一一 t争I伺
2~甥宏君 B
可-・.. 
，ミ1伺
木片セメント板モル
タル造
木片セメント板
十両面モルタノレ
塗
1 8 
tはモルタル塗
厚
-・:Jτ 1軽量気泡コンクリー | 軽量気泡コンク 司r:: 1 
;::£ |ト製パネル | リー ト il I 1 1 I.v1
~....:71~金守 i パーライト・気泡コ Ilに了 1 ~ 1 凸五三氏三Trt~ ンクリート充填の中 l z;:，vHH- l l l E l tq 
1#" .LJT.J τ)'.&.. 1 ~~号%JJ:; ンクリート | トI山-~ / / 1 1 v 1 凶
{い t2)己 t 現小 /V パーライト
l不燃性岩綿保温板・ l 左の材料に両面竺型空空11 筆す併農民主zlz第三ど;I~~， 1 41 1 1外壁非耐力壁の
lサンドイツチパネノレ 1 張り板 み 注(1)
気泡コンクリート・ I~の材料に両璽君ー一一三千 |石綿パーライト・桂川市スレート，似抑 I ') r: I 外壁非耐力壁の
1 泊 1パーライト板，石 1 3.5 1 
一一一一一 l許庁呪三221綿珪藻酸カルシリ 1 1 v.v 1 1 1み注(2)
1 γ iム板張り 1 
アルミ板に嵩比
骨 外壁非耐力壁の
君観聡芯弘主主百 !吹付石綿アルミ板 l 旦 31 i 似 I 0.3以上の吹付 01
| | 石綿 み
注(1) 不燃性岩綿保温板、鉱俸綿保温板(嵩比重0.39/cm3以上)木片セメント板(嵩比重0.7以上〉
注(2) 気泡コンクリ一人石綿パーライト板、珪藻土、石綿(嵩比重0.3以上1.2以下〉
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って図4の Sandwich構法の CurtainWal1をこれら いためで、あり， U. A. Panelの耐火実験は Urethane
の条件に近づけることは可能である。 Foamの熱分解による SandwichCurtain Wallの爆
3・21時間耐火実験の方針 発およびガスの室内侵入ならびにアルミ板の離脱など
Sandwich構法による CurtainWallの1時間耐火 を調べるためで、ある O
性能を調べる方針として，表7に示す U.A. Panel 3 C. Panelの耐火実験で、異常が無いことが確められれ
種と C.Panelの計4種について耐火実験をおこなっ ば， Sandwich Curtain Wal1の耐火性能実験では，
てこれらの耐火性能を調べ，最後に U.A. Panel と 外側 (U.A. Panel側〉からの耐火性能が満されるの
C.Panelとの最も有効な組合せによる Sandwich構法 みでよく，内側 (C.Panel側〉からの耐火性能実験は
による CurtainWal1 (図4)の弘を写真7のごとく 省略できるものと仮定する O
製造して，これについての耐火性能を実験で調べる。 耐火性能を調べる方法として，建設省告示第1193号
ここに表7のC.Panelの耐火実験をおこなう目的は 昭和40年4月6日に準じて，表7の各 Panelについ
U. A. Panelが焼失後または室内面よりの火災に対し ての耐火実験 (Panel耐火実験〉およびU.A.Panelと
て， C. Panelのみで耐火性を確保しなければならな C. Panelとで構成した Sandwich構法の Curtain
表 7
u. A. Panelの各部厚 (mm)
Panel の種別
アルミニ|石綿吹付 I~ret1 要肉厚〈同|摘ウム板 肉厚 要
u. A. 0 1 O 24 
l醐 X590u. A. Panel u. A. 10 1 11 14 
u. A. 20 1 20 5 
C. Panel 20 1590m×蜘m金銅入れ
表 8
種 別 | 本 実 験 ! 建設省告示第1193号
| 一辺60cmの正方形版 ! 短形版の短辺は90cm
試験体の大きさ
| 厚さ 9cmの実物大 | 以上厚さ 9cmの実物大
i 図12による I1IS A1304の3による
加 熱 炉|試験体をコンクリート炉に直|
| 接取付け | 試験体取付枠は断熱性のもの
加熱温度を測定する熱電対 3個 | 5個以上
裏面温度を測定する熱電対 3個 5個以上
加熱試験の回数 2回(2回合格) 3回以上(各回合格〉
加 熱 国! 外面のみ | 内面および外面
表 9
?
?
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Wallの耐火性能実験 (S.C.Wall耐火性能実験〉とを
おこなうこととする O ここに本耐火性能実験と告示に
よる試験法との相違点を表8に示す。
3・3耐火性能実験結果
3・3・1 実験の方法
表7に示す Panelの耐火実験は，図12(a)， (b)， (c) 
の方法(写真8)で， S. C. Wallの耐火実験は図12(a)，
? ? ?
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体の性状を調べる目的なので，室内を密閉せずに表9
の加熱曲線に応ずる Panelの裏面温度およびPanelの
変化を調べ，後者は室内を密閉して加熱曲線に応ずる
壁体内部の温度変化および室内側 C.Panel面の温度
変化ならびに室内温度の変化および CurtainWallの
熱分解によるガスの室内への侵入状態を調べた。温度
の測定は両者とも熱電対をそれぞれ図12の位置に写真
8および9のように取付けておこない，熱源、はプロパ
ンガスに4個のパーナーを使用した。
3・3・2 実験結果
u. A. Panel 
u. A. Panelの耐火実験は u.A. O. Panelおよび
u. A. 10. Panelについては写真10，U. A. 20 Panelに
ついては写真11のとおりであり，その結果は表10，11 
12となり，表11，12を図13，14に示す。ここに各(a)図
は加熱と温度上昇との関係を示し， (b)図は温度勾配を
示す。なお実験中に表13の観測が出来た。
図 12
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表10 U.A.O. Panel 
¥¥一 計測点! 加熱面温度 COC) 室内面温度 (OC)
l 点 I3 点[平均値 I4 点 I5 点 I6 点 l平均値加熱時間(分〉 ¥¥¥I'- M， 1" /，-，¥  U /，; I I r~Jll!:c1.  
2 
4 
337 
427 
表11 U. A. 10. Panel 
30 
30 
30 
30 
¥¥ 計測点| 加熱面温度 COC) 室内面温度 (OC)
加熱時間(分) J 1 点 I2 点 I3 点 l平均値 I4 点 I5 点 I6 点|平均値
2 390 360 400 383 40 30 20 35 
4 540 510 500 517 90 60 20 75 
6 640 650 620 637 100 80 20 ω 
8 650 660 620 643 140 65 35 103 
10 750 770 725 748 160 80 35 120 
12 720 730 730 170 110 O 140 
表12 U. A. 20. Panel 
¥ 山|加熱而出度 σ 室内面温度 (OC)
加熱時間ふ¥1 点 I2 点 I3 点|平均値 4 点 I5 点 I6 点|平均値
2 500 470 470 25 25 25 25 
4 530 560 550 537 30 30 25 28 
6 570 600 600 590 40 35 30 35 
8 670 675 690 
6679851 | 
50 50 40 43 
10 6卯 700 55 60 50 55 
12 765 740 750 750 55 65 55 58 
14 680 765 745 730 55 70 60 62 
16 740 765 760 755 65 75 60 67 
18 810 770 760 780 70 85 60 72 
20 785 810 790 80 100 75 85 
表 13
加熱時間 U.A. O. Panel U. A. 10. Panel U. A. 20. Panel 
2升 (アルミ主主戻万Ure由民正二----.-一一一一 一一| 一一 一-
/J 部離れるUrethaneより白四 l 
3 分 | 一 I u叶附reth凶ane膨弛張張抗引ifιU山'，1古;月叩i
5分 1 一 | アルミ板変色す I Ure伽 le膨張す
5勾0fJ;坦一I 一 I b点ωより白煙が出る | 
7分 Urethane割目より白煙 [ 
出る | 
8分 l 一二一一-7h日両 一一一
9分 下部すき間より白煙が出
る
9分別秒 ァんミ板溶け始める
11分 アルミ板，赤化，
I Ur'ethane割目より白煙
75 
i C. Panel 
C. Panelの耐火実験も U.A. Panelの実験に準じ
て写真12のとおりおこなった結果表14となりこれを図
15に示す。 1時間の耐火実験中には haircrackは生
じたが火が通る程のものではなかったし，実験終了後
も異状は認められなかった。
i S. C. Wall 
S. C. Wal1についての耐火実験を写真13のとおり
おこなった結果は表15となり，これを図16に示す。
なお，実験中に表16のことを観測で、きた。
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図 16 (a) 
図 15 (a) 
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図 15 (b) 図 16 (b) 
表14 C. Panel 
、¥¥¥ 計測 fil カn~ñ'iÎ71ii!… 1 平曲 l 吋度〈OC〉「均
4剖点!|5 6 点採用値
2 380135014901407130130130130 
4 500 1 490 1 460 1 483 1 30 1 30 1 30 1 30 
6 
8 660 1 695 1 665 1 673 1 30 30 1 30 1 30 
10 705 1 760 1 780 1 748 1 30 1 30 1 35 I 32 
12 730 鎚O 850 820 35 40 40 38 
14 750 765 730 748 40 40 45 42 
16 770 755 735 753 40 45 50 45 
18 780 800 805 795 45 50 50 48 
20 795 800 835 810 50 60 60 53 
22 805 745 830 793 55 60 65 60 
24 815 840 790 815 60 70 70 67 
26 825 840 780 815 65 70 70 68 
28 835 780 850 822 70 80 95 82 
一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一
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加熱時間 l
(分)
12 
14 
18 
23 
25 
室 内 壁 体
青酸反応50PPM
CO 1，500PPM 
C02950PPM 
アルミ板に穴があく
{C01，5mPM以上青酸反応附PM
〈壁体内部〉
30 青酸反応なし
38 I CO 1， 500PPM以上
40 I COz 500PPM 
I JCO 1，500PPM 50 イI l CO2 620PPM 
一-fo--z一躍す作 一一一一一品村山宣告誌認めすザ
3・4実験結果に関する考察 きく〈石綿厚の小さい程大きく)， C. Panelは最も小
各々についての耐火実験では， 4 {"I~のガスパーナー さし、。
を調整することで加熱i面の温度を表9の値に近づける i 各 Panelの実験とも， 総ての計測点における
ことができて(凶13'~16(a)) ， それぞれについての実 Panel断面の温度勾配は，それぞれほぼ等しい(図13
験結果は次のとおりである。 14，15(b)) 
3・4・ Panelの耐火実験 i 表裏の温度差は各 Panelについて表17となり，
i 裏面温度の上昇率は，加熱面の上昇率より極め これをL~17に示す。これによれば，
て小さL、(図13----15(a))。またその値はU.A.Panelは大 裏面に石綿吹付が20mmあれば，初期 4分位は C.
77 
表 17 
加熱〈分時〉 間
加熱面とその裏面との温度差 (OC) 
U. A. O. pane~\ U. A. 10. Panel I U. A・20.Panel ¥ C. Panel 
2 307 348 445 377 
4 397 442 509 453 
6 
8 
10 
12 
14 
16 
18 
20 
4 フヂヂダ三づ伝iι戸正ぷι二午:子戸二コ:モぐ眠ぺぺマ 二ご: 正 -
，，~ ~ÿ'丸~に'-.""，旧脚'山a
i日;江[f
図 17
Panelより温度差が大きいが 9分頃よりアルミ板が
溶け始めるため(表13)，まもなく c.Panel がやや大
きくなる O
iv C. Panelの温度差は 18分を過ぎ、た頃よりほぼ
一定となる。(図17)
v U. A. Panel ~こ石綿を吹付けずに Urethane
547 
595 
628 
630 
555 592 
635 643 
640 675 
682 692 
685 706 
688 730 
708 747 
710 757 
ii 従って，両者の温度差は初期10分間に大きくな
るが，それ以後は加熱面~s. C. Wall内部は小さくな
り，加熱面~室内壁面ではほぼ一定となる(図18)。こ
の値は C.Panelの実験値とほぼ等しい(図17)。この
ことは u.A. Panelが早期に溶解しでも C.Panelが
耐えていることを示しているo
:t づ子て六一:J・
一ー一--.1:'崎町t的。E ・・， ， ，・， ， ・a・， 10 U. It-‘ 1 JO U品相 村
図 18
Foamを施LたPanel(U. A. 0.)は2分経過する頃 iv 加熱中に耐火上，構造耐力上有害な破壊脱落は
白煙を発するが(表13)，小区画で外気と遮断すれば相 生じなかった。
当時間延期することができる(表16)0 v 時間の実験後にC.Panelに一筋の Haircrach 
vi C. Panelのみで一時間耐火を得ることができる を発見したが，火焔が通る程のものではなかった。
〈ただし衝撃試験に合格するにはさらに肉厚を増す必 vi 裏面温度の最高は 1050Cで 2600C以下であっ
要があるo ) た0
3・4・2 s. C. WaIlの耐火性能実験 vi Urethane Foamの熱分解によるガスの室内侵
s. C. Wal1の実験の結果次の事が得られた。 入は認められなかった。(18分経過時に青酸反応50P
s. C. Wall内部温度の上昇率は加熱面の温度上 PMを検出したのは測定上の誤りであれそれ以後は
昇率に近いが，室内面では極めて小さL、(図16~a)) 。 認められなかった〉。
i 初期10分間位は s.C. Wall内部および室内壁
面温度上昇は極めておそし、。 12分経過頃から s.C. 
Wall 内部温度は急激に上昇するが室内壁面温度は上
昇しない([ZJ16(a))。これは経過12分でアルミ板が溶け
て火焔が壁内部に侵入したからである(表16)。
4むすび
i 本研究による外堕 CurtainWallの施工は容易
であり精度も高いので実用が可能であるD
i 軽量 C.PanelとU.A. Panelとを用いて軽量
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打込コンクリートで構成された耐火性能を持つ s.C. Panel面にメタルラスを当てて仕上げモルタル塗を厚
Wallの重量を85.71kglばに軽量化が可能で、ある口 めに施す。 ii.S. C. Wal1の空洞部分にコンクリート
i これの剛性は重量コンクリート使用のものの を流し込む，これらの方法を有効に選べば充分であ
15.6%に低下するが，方立に対する相対変位の許容量 る。
&/150以内におさまる O しかし強度は80%に低下する 本研究に当り，御懇篤な御指導を賜った山田正盛先
がこれの対策は壁厚を増すことにより満される。 生ならびに実験に当たられた土田良雄，坂井一郎の両
iv 時間耐火実験によれば，外側の U.A. Panel 氏には深く感謝致します。
はアルミニウムの溶解点でまもなく穴があき Ure-
thane Foamが熱分解するが，内側の鉄筋コンクリー
ト造格子で組立てられてある C.Panelが充分耐火性
を発揮するので耐火構造の壁となり支障はなく，従っ
て UrethaneFoamの熱分解で発生するシアンガス
が室内に侵入することはない。
v 溶解したアルミ板は落下することはなく Ure-
thane Foamは鉄筋コンクリート格子で、60cm角に区画
されているため大規模の燃焼を誘発しなL、o
vi 今回は衝撃実験はおこなわなかったが，これに
合格するためには. i. C. Panelを厚くするoi. C. 
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